
発表番号 ５                                  高松市立川島小学校 

１ 研究主題及び研究の具体 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の検証及び改善の手立て 

 １０の指標，児童アンケート，保護者アンケート，教員アンケート，抽出児調査より実践の検証を行った。学

習意欲を高める授業改善や自分の課題を追求する夢ノート，自尊感情を高める交流活動等により自主的な学びに

向かう児童の姿が多く見られるようになった。アンケートより児童の興味や関心を見取り，将来を見据えた教員

や保護者の積極的な働きかけが行われるようになった。しかし，その効果が全体的な児童の意識の変化としては

まだ顕著には現れていない。主体的な学びへの継続的な意識を高めるための具体的な手立てを今後も検討してい

きたい。 

 

【研究主題】  学びに向かう力を育成するための川島スタイルの創造 

    －キャリア教育の視点を取り入れた学習習慣形成の在り方－ 

知識 ・ 技能 思考力・判断力・表現力等 

夢に向かってチャレンジする力 

学びに向かう力 

●課題設定の工夫 

 ・実社会，実生活との関連 

・本気になれる問いや体験 

 ・自己選択，自己決定の機会 

●振り返りの工夫 

・新たな問いの発見 

・発展的な課題の提示 

・「学びの種ボード」 

●「夢ノート」づくり 

   ・自ら課題を設定して取り組むノート 

 

家庭学習の習慣化 

●学び合いの工夫 

・思考の機会の工夫 

・対話の機会の工夫 

・情報の視覚化・共有化 

●キャリア・カウンセリング 

（語る・語らせる・語り合わせる・実感させる） 

●ユニバーサルデザイン 

●夢ノートの交流会 

 ●夢ノートの全校掲示 

●きらきらタイム 

・自分のよさや興味を知る 

・自分の夢を語る 

・「川島っ子の主張」 

●なかよしタイム 

・異学年の仲間との交流 

・個性の伸長 

・人間関係の育成 
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つなぐ 

学習習慣の定着 

学ぶ意欲の向上 

自分づくり 自己有用感 

の高まり 

自己肯定感 

の高まり 

居場所づくり 

●家庭との意識の共有 

 ・学級懇談会で自主学習の話し合い 

 ・学校だより，ブログで夢ノートの紹介 
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